
新潟県教育研究所編

学 校

算 数学 カ 検査

(理解応用)その 1

4. 5. 6年共通

姓 名 番)

生年月日 昭和 年 月
一
年
一

月

学 校 小学校

検査年月日 昭和 年

注意

男女

円

組

日

f.いつもせんせいのいう とおりに してください。

2. rはじめJと いってから 「やめJと いわれるまでまちがわぬようにできr
るだけはやくやりなさい。

3.もんだいはばんごうの じゅんにしなさい。むつ.かしいのはあ左にのこ

してすすみ じかんがあったら あとでしなさい。

4.けいさんは紙のあいている ところでしでもよL、
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理解 l 1F.~ l 用応 【のそ 1] (40分〉

((与 にん Eん

よし子さんの組は 49人でしたが 3人 よそへ いきめ
Eん

たら しく 2人はい bました。い〈人になったでしょ

フ。

このククアは わなげをしたときの 'せいせきです。まきお

くんは なんかい いれたでしょう 。

答

bえ 古うえん

まきおくんの家では ノートをしいれました。 1姉 18問
吉つ えん

でした。この ノート を 1舟につき 2同 もうげようと

おもいます。 うりねを し、くらにしたらよいでしょう。

法
医司
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(4) 体重を
主ι、、 1..1= t~þ' t:.f: 

はかるときの 単位を 下:の中から えらんで 正

しい二答tえを 0で かこみなさ.t.-、。
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さい。

~た にし 品なみ ひがし

北 西南東

じん にんひk

(6) ひとつの いすに 4人守、つ 二しかけると .51人の人が

みんな こしかけるには 'いすが い〈つ いるでしょう 。

法
c・

L 1: l' おお もい

~7) 下の図でみぎの大きし、かたちはひ fごりの小さい
寺

ましかくの つみ木の

⑦ 
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なんばいの 大きさで

すか。

答
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ところのの

....". 

官

5 cm 
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新潟県教育研究所編

学 校

算 数 学 カ 検 査

(理 解応用) その 2

，、，、M肉、，、，、，、，、~、，、~

4. 5. 6年共通

姓 名 番) 男女

学 校 小学校 年 組

、

.. 3主 意

lいつもせんせいのいう とおりに してください。

2・「はじめJと いってから「やめ」と いわれるまでまちがわぬよちに還できι

るだけはやく やりなさい。

3もんだいは ばんごうの じゅんに しなさい。むつ・かしいのはHあとに志のこ

してすすみ じかんがあったららとでしなさい。

4・(r)'"l..、さんは紙のd.，いている ところで して.もよい。
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答

(7)つぎの 口 のなかにもよう υぷをいれなさい

ωkm  =口
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にいさん

18cm 

これは およそ
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L 答
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4、10.3 豆 、 答表

正答表は，第4.28表のようじなる。

第4.28表 正 答 表

1111f3111:肝62
itl例11"2I23 I1 2l、86 112f 20 

~I 110 t~I 2_8 ll~1 12_o_ il~I 234 

?|山 II~I 5;--I! 41. 304 114l12J 

5I 30-1 II~I 2臼ト l~II~I 102 

16I 5397. 11 6 I 1問 1161ω 11617 

171 2…11 7，. 2附 li7|問 117I 52. .12 

1F718い21I! 8 ! 71300と11810.7 

9|儲 9_ 119i741 119I 132 1191去

1101 +ト01+トo!花ト01ω

11 112時1叶1113時叶 III 2159白川二乞
121 17.72 11121 12.18 11121千十21.97 

]
131 * 11ペ+'111311÷ 卜312合
川8云 1114J2+ 1114110+卜414.3..0.5 
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(ロ)理解応 用 (34点満点〉

その l

48人

6、方式、

20円

18は:1.-、

20 cm 

l 円

2 こ

9時間30分 .

63 m雪

8点

20円

69、cm

84 a 

500 m 

答
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その2

五 答

5 円

6 こ

7 てん

(は)

39度 3分

75円

4000 cm 

I目8l 

129 cm 

およそ 6000人

@ 
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40 km 

240 cmS 

3 
5 

満11才 6か月

60% 

ー



第 5章標本調査設計

5. 1.標本調査にっし、て
， 

テス ト Kついて，各学&.I~. 各問題旬~{IL，本県のおi準尺度を作るためには，が

い当学年金集団の平均と分散を知る~，婆がある。この平均と分散を知るには，

三金数調査をすればよいよ うに考えられるが，これには多 くの難点が存在する0 ・

事実， さを数調査をした結果は一つの記鋒が得られるばかりでγ 集団の法則を再

びもとの集団に応用する余地が泣 くなるという矛盾を生ヂるし， 笑際は欠席者

のるることを考えてみても，がい当学年金集団に，同一条件でテストを実砲す

ることは不可能であり，その集計の結果には，欠席者による偏りやテス ト実施

.条件の不均ーや，児賞生徒数が多ν、ため，色k.r.主誤謬が混入して，そのため多

〈の誤差の伴うことはまぬかれ君主いし，また，その誤差がEの程度のものであ

るかについては，何等客観的主主保粧がたされない。その上，実施にあたっては

労九費用，処理日時等に莫大たものを要する。 一面，統計数理の上から，精

宇野主主計画のもとに，母集団よりす陸出』された僅かな標本について，できるだりテ

スト実施条件の均ーをはかるとともに，和il符i方:分析処理.をすることによって，

客観的主主信輔度を与えて，同・集団平均値を高い精度で推定することが可胞であ

る。 したがって，この場合，全数調査は， もはや，意味のたいものと考えられ

るので，以下にわべるようお:標本調査法を採用した。

との標本調査から得られた結果については，各学年の学習内容や， 児童生徒

の学力そのものに大きた変動のない限り，本県の基準尺度として，十分信頼性

ーがあるものと考えられる。

5.2. 標本調査の目的

この小学校， 4.5. G年共通用算数棋準学力検査では， 何学年何学期相当とい

う学年相当基準を作る必要があるので，調査対象は，全県における， 小学校，

3， 4. 5. G年及び， 中学 1年の全児童生徒としたc これら全児童生徒に，この学

力検査を実施したと考えると，各児童生徒に得点が対応づげられ~o

-1.17'-



計算問題，理解応用問題毎に，この得点を標識として，児11l生徒を等しい機

率で抽出するとして母集団主構成した。

このときJ ~]~本調査によって，この棋識についての母集団平均と分散を推定

し，県の基準を作ることに，この標本調査の闘的がある。

5. 3. 標本抽出の方法

昭和26&f9月29日現在の調査対象全児窓生徒数は，第5.1目去の通りである。

第 5， 1，~ 調査対象兜童生徒数

学年別 l小学勝利 4 年 15 

児童生 | 以7Q~ I 山 OQ~ I 
徒数 I ~V，・山 I V'VV・l

竺_1~ 年 ;中学校l年

晴|叫 ・50，64

これらの児宜生徒は，全県に散布しているので，直接等しい離帯で抽出する

ことは困難で②る。それで，まや， 母校を何か校か抽山し，その棋木学校から

児童生徒を抽出するという副失抽出法を用いたロまた副次抽出法を用いるた

めの精度の落ちを挽回するために， 学校を精細に層別する一方，その抽出には

確率比例抽同法を用い，標本数色相当数がえられるように考えた口また，児童

生徒の抽出は，融率出発の系統的抽出法を用いた口

すたわちt標本抽出の方法として，府イ七副次無作為抽出法をほ期した口

Random Sampling 院には，乱数表を用いた。

号.4.標本数の決定

標本児武生徒数をどの程度にしたらよいかは，変異係数遣と何パーセント程度

にゐさえたらよいか『によってきまる口

学校の層別を精細にし，その抽出に確療比例抽出法を採淘して，できるだけ

抽出誤差を小さくゐさえるように宥I在したので，標本lf均の分散 σ3を

Z G"'-= z 

但し Nは母集団総数

-118ー



hは標本総数

ポは母:集団分散とする。

で計算すれば， 母汗均支に対して，変I具係数 C.V (τ〉は

z / N-n 1σ  
C. V∞= x = Yす工了・つ「・-x

となる口ここに す は母集団変異係数で， これは未知でるるから，標本批

決定する附，何回かの予備テストですの凡その値を推定し， その推定値

を胤いて標本数を決定するごと民主主る。

しかるに，各学年各問題毎巳標識(得点〉についての母集団変異係数去

を推定することは，学年共通用学力検査のため困難でるったし，また，この問

、じ標本児童生徒について同時に実施された文章読解カ横査や，性絡行動評定記

述尺度作成等では，それぞれの棋識についての，母集団変異係数の推定も甚だ

困難であったので標本・欽の決定には失のように考えた口

母集団のしるしを AlA2 As・.....Alとし，それぞれの比率を P1 P2 ...•.• Pl 

とする。ただし LJPt = 1.でるる。いまこの伺-集団から， Samplingして，

(Pl......PI)という分布構造をある精度で推測することを考える。この推定に

は，ますコ，P1について考えると，このた必，しるし，Alを1，その他をすペて

0とつり直して，問題をしるし， 1，0，を持つ母集団からの Samplingとする。

そして，このような伺・集団から n1仰を抽出し， その時の平均， すなわち， 1 • 

をもつものの比率を _!!_l:_によって推定することにする。このとき SampIing
'/(<1 

の分散は

t'-'IlI P，(l-PI) 
-Nコー・- 11，ー

によタてあたえられるから，抽出誤差 t1Plは

t1J，] =件弓1_ι手立
と怒る。したがっ-て変異係数 C.V (Pl〉は

•. / Nー恥 1 /寸てF十
C. Vω=  -p了=r寸寸・--;;-r '_:_p; I 

となる。

A2の比率 P2 を推定する場合も J A2には 1，その他のしるしには 0，を対
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F討させれば， 同じように， sampH時の分散仕

N-n2 p.(!-Pt) 

N~了 一一五

と主主り

げ1'2= /会iL五京立

C. Vω=/妄平::Fj]F
と主主7.>0

これらの η1112......のうち最大訟ものを九とすれば，すべての比率をあるき

まった相対精度で推定す:;;ことができる。しかるに，この nは， P1. P2•…,'Pl• 

のうちの最小主主色のに対応する口

‘われわれの揚合九九…"Plは全くわかってい泣い。それで，仮りに母集団

で o%を示ナょうたしるしに注目して，抽出誤差 .:::!:O.015以内の範囲で，信

頼皮 9防5タμ4 の結論をだナ~乞じ，必必‘要完た主槙本敬を旬として求めることI'L乞し7た云。しyた云が

つて P九1P巴2"バ.....

相対精度は低〈主友主るがνい、たし治か当yたとが主な=νい、口しか1:.-， 5%よりも大きい比率のも

のに対しては相対精度は 5%の也のよりもよくたるわりである。したがって必

要標本数nは，ヨたの式よ り求められる白

ザす一明 日白山05) ち(1n 1 

-N-，-・一一一
n一一一一.壬 V.V'

A
リハ

Unv 
A
V
 

'
b
 -一

N
 

に

て

こ

し
こ

と

九三三 831

をうるから安全をはかつて，標本数を 1，000とした。

このとき，珂:集団比率P('L対する変異係数は

I 50.000 -1 .000 I 1 -P C. Vω =j  l，oo;σ~O~~V_"I) Y一「

とたる。

この，変異係数及び白5%信頼度でのおfj/.H誤ヲ駐在図示すると第5.1.岡のよう

に2まる。
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第5.i.図 変異係数及び母集団比率9，，)%信何度での抽出誤差歯

% 

111 I ¥:永
IJ I ¥家…-• 1 ¥lキ

I総E

101.....・…・

8ト・0 ・‘・….. ¥ 

;l;;:::JX二二二二

:戸ー三:空宇翌三%
母i回比率

5. 5. 剖:卒均の推定t標本割当

記号の説明

II :層の数

N :母集団総数

X: 母卒均

民:筋4居第一次抽出単位 (1)・s.n.)総数

N， : 郊 4 居第二~抽出単位( S. S， 11.)総数

N，j: 第ij・1).8.'U巾8・S.旬.総敬

可~t 標本総数

11.> : 第 iJm標本数

向:第ij-]J.s. tι 中標本数

Z :母平均推定値

1:;j • 第 ~i-l). .q. 11.標本i['均

。Jψ:諮;'iJ-Zバ ・t(中第k--s.s.u.棋本値
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第 5.2.図 層別と記号・の説明国

キ.ii-PS，U，

(主主粉矢-....~中料，リ切，ル11;-
一 幸晶-s.s.u.

このようた記号を用いると，第3節 (5.3)のf例法では，勾ー平均Tゐ推定イl直'

;;~土， つぎのようにたる白

• 
止さ1凡主右話相=すきl凡主 '4j ...... ••... . . ....••.. (1) x= 

(ここ にい古主知 )

いま， この与の確率平均を求めると，

Eぬ=す言I凡(芦1・?ω Pij}

=す品川芦1(おさらk)'Pii}

〔 ここに EGJ=えさ1h〕

しかるに，Pijは，第4層で，第 ij-p.s・1l・が抽出される確率で，これは，確率

比例制lLL¥法を用いているので

P対=
Nii 
Rァー-

~・.

である口したがって，よ:式の布辺はつjぎのようにたる0 ・

1 R 1''fI'i I ・ A1;，. ，...，. 

E(長)=ーキ-2.NK{2KL-2お.Ik)• て:ヌ!
~. ・・・3 ・3・1、l.'ij ん・1 -I JY.， J 

I R ~fi Nザ

=τr :E 2:; :E .1r;jk 
日喝-1j・1k・1

=x 
ナなわち， Eの確率平均は， 母子均と一致する。したがって，

れた 古は， 何t卒均の不{同推定値とたるわttでるる。

上式、で与えら

つぎに，単校のtrtllW亡は，各局から一校を雌半比例tllJ出法でtlhltlナ:るので
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'li =咽'11

とたるoしたが0て，標本の割当を，各層の大いさに比例jして"'j割当てれば

'l?rj ]\~ι 

叫 N

..笠'L= _Mも

n N 

N，‘ N -ーーーーー = - 【 『

% 旬叫

l:tJ:るから， J は，また，つ~のように密形される白
、 1 Jl 1 I 叫 e
x '" ー一一 勺 N，~ 且 G 

N ;;;1φ L_;之J句k
J~1 n旬 "~1

--L3よ前 官
- N ，;主1FIZJhlZ桝

I !!... J_ N 叫 j

= τ7 ~~ 二- ~ x仙

.J' ..-} j=l 叫 正二;"， . 

I R 1 "i， 
= --=-.~ ~ ~ :1:川"・-1j・1k・1

この右辺は，標本I'Z:重さを乗じたいで，それをそのま支卒均したもの在表わし

ている。

したがって!各局からのかs・tl・の抽出に確率比例抽出法を用い，標本割当て

に比例割当てを用いれば，母平均xり不偏推定値は単純に標本を平均して求め

る乙とがでfるわりでるる。 また，第t庖から筑1)-2"8， .'Itの抽出される確平

は，ん =ずで別判・u・中， 内側の槙枇抽出するとし‘て，一児童が抽

出されるそ率は五すでるるかであるから，第i腐からー臓の抽出される確率

は，

!!.'i.， 'xユ旦n.1主 ¥九
ぬ ..N-IJ 一九 =一五

土沿って，これは，層に関係念 〈一定となる。すなわち各k の‘標本は等しい

存在率で抽出される。

5.6 学校の j層別

前節 (6. 6)α)式で与えられる伺:~均玄の不備推定:11<<， '"の分散を σ? とするた

可 123ー



N吋 N崎 町唱功 。1 ‘ 2 1 
lh ・一言:(i-I- ・1ZTAd f σ;=芸(-P-)151

主たる。ここに，

a~ は，第 i.i-.'(I. 珂.1l.の内分散で

σ会=本法(んー丸)官

で散

w
j
J

分

一五

外

「
の

V
何

層

γ
1
1

・4

m

z
hw

w川

1
一品

吋

=

九

σ

ま

いま，抽出誤差を小さくして，平均値の精度を高めようとするには，d;を小

さくすればよい口それには ni.1を大きくすることと σふを小さくすることが考

しかるにJ I;ntj = I;nt = nき7 1000として， ηは一定であるか

ら， σみを小さくすることが必要である。

られ，現不1:使用される資料として，学校層別の恭準をつぎのようにした。

をあらわす。

それで，学力に影響ある要因と考え

えられる。

。地域性

。学校単位の保護者の産業構成

と合計八つの第一女層を作つー

。学校の規模

全県を行政区画単位1'1:山村，Zf山付，卒村，漁付， t!、さ

大きた~IT，可1 (新潟市左のぞく)新潟市，

たQ-第一次層別表は第5.2.表の通りである。

この基準によって，

主主町，

ヨたにこの各第一衣層内を各学校単位に児窓生徒保護者の産業構成と学校の規

模によって，第二女屑を作った。第二女暦jjljの方法は，各学校単伐に第一次産

業率，第三次産業率，第三次産業率を算出し，第5.3.図のような三角図表を作

その産業構成の近い学校をまとめた。ここに第一次産業として‘農業，

水産業を脅え，第二次産業としては，建設業，製造業，鉱業，第三次産

金有業人口の

成し‘

林業，

業 eしてはそれ以外の産業を王寺え，例えば，第一次産業人口が，

何パーセ ン 1・を占めるかをここでは，第一次産業率と考えた。第二次産-業率，

第三衣産業率についても同様守革うる。

第一次産業主事例えば 5若干佐渡荷主総iJ、学校では，

一 124 ~
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2
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幻

第一女層 >>11表

1 面両五1

布石1
扇面]

;器i

27.5%，第二次産業率 22.5.%，第三次産業率50.0%を示していて，第二次層は

610， 520， 530と，三局tc層別されていることがわかる。
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第 5.3図 第 5層町の層の三角図表(小学校〉

第
三
次
産
業
率

事

50 

40 

30 

20 

10 

o .10 

そして，

れた。笑際抽出された棋本学校は， 510屑からは， 佐渡郡河原田小学校， 520層

からは西蒲原郡曾線小学校， 530層からは，三島郡高梨小学校とたった口

この学校の層別には，この学力検査の実施と同時に，国語の文章読解力検査

及び性格行動許定記述尺度の作成を，同iニ棋本児童生徒に実絡する関係もあっ

て， 学校の規槙を重 くみて層別し，小学校52扇，中学校14腐 とした。また，こ

の層別には，研究紀~~純一集， ド学ブj検査問題作成についての棋本調査法 Iの

資料を利用した。

5.7.学校友び児童生徒の抽出
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ヨー. 
標本学校の抽出には，確率比伊j抽出法を用いた。その兵休的方法は，つ~.の

と.1i;-りである。小学校の 630層では，第5.3.表のようにたる。各学校の児童数

合計は， 3.. 4， 0， 6年合計を用いた。 630属tでは，層の児童総数 8，418とたる

ので，8，418以下のー数を， 乱数表によって，at random に抽出して，3，G21を

えたとすると，児童累)JJl数もこれは，燕束校に入るから!~，~束校から抽出さ

れる0，ただし，児童合計は，昭和25年10月 5日現在の資料より推定した。

第 5.3表 学 校 抽出の例

層帯号|学校名 |学級数I3.4.5.6年合計 |累 加 数

630 五 49 1，748 

2お 2，ラ60

燕 33 3，634 

青 海| 28 4，325 

加 茂南 I341 I 5，594 

新 32 6，647 

. 
・，'. 塩 24 7，ララl 、、

六日町 | 23 8，418 

このようにして抽出された棋本学校は第 5.4.衰の通bである。

児童生徒の抽出には，学校毎に児童生徒名簿を抽I.:U台帳として，系統的抽出

法を用いた。たとえば，5Q人よ tl2人を抽出ナるに， 50 -+ 12 = 4.1……でる

るので，この務aiZ:一帯近v、整数 4をとって抽出問陥とする。

っき・に，1より4までの一数を乱数表で抽出して， 2がえられたとしよう白

2を出発樵号として， 'l呑回毎の数をとると，つぎのように去る白

2， 6， 10， 14， 18， 22， 26， 30， 34， 38， 42，生6，50， 

Jこれで13名が*，J1H1されたことになるからl このうちの 1名をすてる。

一般に剖当標本数を ~抽十I!，された標本数をのnならばvt了に近いこ

れより大きくない整数を a とすると き，が人r(.'a務自毎の標本をすてる。こ

こに沿りる場合では，n' = 13 n = 12であるから， 1 27=13， すたわ

ち，第13呑目の標本，50，をすてる。実際は， 当日の欠席等のたーめ標本数の少
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〈なるのをふせぐために，同じ出発番号，同ヒ抽出間隔で，名簿の逆順より若

干の補欠の児童生徒を順序をつげてきめて冶いた。この抽出された標本児童生

徒の名簿は，一通は学校に，一通は研究所に控えとして保管した口容IJ当槙木数

は，銘・o.4..表の通bにたる。この割当標本数主ときめる基礎をたす各閣の児童生

徒数の推定には，昭和25年lOJ:l5日現在調査の安料によった白いま.この資料

から推定された標本学校における小学校6年及び，中学苧2年の児童生徒数

と，調査If寺f'Cjなげる実際の児童生徒数は，この第5ム表で最後の欄('1:示してるる

土うに，二三の学校をのぞいて，非常に近い数値左示していることがわかる。

これらの児童生徒について，昭和27年 1月中旬本テストが実施された。

第5.4表 棋本学校と割当標本数表

(イ)小 学校
、・、

通 |層 1 j 1 1-1C_時相倒ド抽出校児童数何年)レ
|番 |郡 市い学 校 |学級数|同JEEP卜一一一-T一一一一

番|場 I 1 I I A'-省出払ド本 年 1昨 年

11110 1中平|竺郷1 17L_~ _I__I竺_1_1竺
21120 I南魚|滞佐 1.12 1 6 I 67 1 71 
31130 1 11 1上関1 11 1 18 I 79 1 
4い411刈 羽 1;1協中央 1 12 1 29 1 87 1 86 

三11421南蒲(竺一旦l一二!ーと|ーとし-
611431中頚|大鹿1 . 6 1 23 1 . 28 I 羽

71151 I古志|東谷1 12 I 30 I 81 I 
811521中魚 |貝野1 11 I . 1~_I _ _ 69l 
911531東頚|飯 1 "6 1 15 I 30 1 30 
1o 1161 !北蒲i川東1 12 I 11 1 85 I 別
1I 11臼 |刈 羽 | 増 田 1 11 I 17 I ラ2I 
1211631閤顕|南西海 1 6 1 21 I 29 l' 29 
131171 1中 魚 |高道山 1 10 1 19 1 37 1 
1411721 11 I真田 1 5 1 13 l' 32.1 
1-151180 1土~_l 横根 1 6 I 14 J 2t I . 21 



出都品瓦(三点数|諸諮問担
16ド101岩船 |塩谷I 7 1 15 1 -44 I 
171221 I佐渡 |畑 野I 12 I 28 I .85 I 部

181222 ;西部 !竹野 町 1 9 1 1ラ 1- 77 I 
191231 1中 期|守原 1 12 1 20 1 “1 
2012321佐渡|小 食1 8 1 18 1 38 1 
21 12勾1中額 |山 部 1 8 I 13 I 52 1 
22ド101中滞|菅 名 I 9 I 23 ¥ 54 I 
23 1 320 1 1ft 顕|八イ語1--18 ，---21 1 125. 1 
241331 ，中潮|新関 1 19 1 25 I 99 1 
2513但|中 顕|よ雲寺1 10 .1 151 67 l 
F11ft 1ml木津i_71 18 l 5七三
;71341 1 11 1庄瀬1 14 I 18I _ _ 1 ~7 _L_~~ 
2813421北 蒲|竹 嶋 1 7 1 18 1 47 1 45 
291351 ，商 務 |小 瀬 1 10 1 17 1 61 1 
3013521北 部|下土地色1 6 1 14 1 . 21 1 
31 1360 1西部|七 秘 I 6 I 15 I 48 I 
沼 1411I北 務|松浜 I 17 1 . 12 I 134 I 
3314121刈 羽|荒浜第ご 1 .6 1 18 ¥ 33 1 

「|州都|越前 1 16 I 9 1 91 1 
竺 凶ムー竺国旦旦| 12 1 20 I 7~I-ーモ
%1520 1 西 部 |竺苧 | 一一 ~8 I 28 i _ 1~_l_ごと
叶利三島|高梨I--6寸 3r -27 I 
匁 16111中 顕|直江涼1 -37 1 36 1 316 1 
39ド121中 紺|白根1 29 1 22 1 239 I 
401ω|北部|氷原1 23 I 13 1 154 1 
叶ω|西部|内野1 24 1 33 1 222 I 
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道 層

校 |学 緩数 各木学割年当際数
抽出校6年児童数 ! 

番 郡 市 学
本年 |昨牛番 号

421臼01 1/ |燕
東 1 217・

竺付1己6町ill i色
JII I ラ8

|池ケ原 i 21 

のい" 1新発田 |御免町| 259 

“い12
1

1/ |外ケ輪i 304 

471
720 

1三 条 |哀 館 | 212 

481730 1続 発 問 |猿 橋 | 108 

491740 1 . 1/ 井 | 52 

50い101新 潟 |大 削 | 119 

51 1820 1 11 |長 嶺 |
167 

ラ~ 11 所| 77 

(ロ)中学校

通 扇
標割当本数

抽出学校生徒数(2年)

番号
郡 市 学 校 学級数

本年 1昨竿番

1 1110 1南 魚 |浦 105 

21120 1東蒲i商 鹿 瀬 | 140 

31131 1束 頚|安 塚| 15 1 '. 28 1 201 

411321佐 渡 |赤 泊| 164 

511331三 島 |大 積| 18 1 、 79 1 . 問

611341中 魚 |外 丸 | 117 

三8己11位リ|

中

東

顕 |金 20 1 . 119 1 131 

顎 |変 毘| 107 

911431中 池| 69 

10 1151 1古 志|太 37 1 竺|「 宇 127

。 l上横谷i
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(;Zトー|学校l-zill-P野守
|ロml-;-一司王--;-1-寸一つ可-Dl

市|;:l:でll:!:井三|-2ユ
1512121中 頭|京-sr-つ1I・ 25I 179 1 

::171げ;;J;17H14
t|り i1リ |i:片山i41

F日間l:!:;l::i L 
到出土-竺l加茂 1 8 I 13 I 1川
28い121凶顕 [大和川II 6 I 12 I 

;i:;|:;|;J2:|;;|づ;L片

7616321イ 釘柿崎1 15 1 20 1 241 1 
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通|層 I，n， -4-I山 I~ =~J 倒 十 |抽出学校生徒数(2年可
番|事|都市|学校|学級数i笥当薮|木年|昨年

381710 I長岡|東[ 34 I 23 Iω| 
お¥720 [柏 崎 |柏崎第一 1 19! 35 1"， 351 I 
4o I 730 I 11 I柏崎第三 I 15I 28 Iゴ5;-T-26~ 
41 1740 I新司間二[ 7 I -τI 129 [ 198 
2'1 810 I新潟|三業I ;32 [ ， 44 I 倒 |

引幻oI 11 i舟栄I 28|一二工I'505， 1一三三
441830 I ゲ |中 野 山 I， 6 I 7 1、 106I 

. 

‘" 
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第 s章標 準化

6. 1. 本アストの実施

この学ブJ検査を摂準化するための本テス トは，さきにのべたように，全県に

おける小学校.3.4.5.6年及び小学校 It.r~対象として. 周イ七副次無作為布lJtl:l

法で抽出された各学年約 1，000~の棋本児窓生徒について出施した。この検査

の実施にあたっては， 棋本学校へr~・ß.が出向いて，連絡打合せを十分行い，で

きる限り同じ条件で検査が実施されるようにした臼また，検査の実施は各学校

に依頼した。本テス トの実:協は，昭和27年 1月中旬であるo

6.1.1. *テスト実施の手ヲ!と調査票

本テスト実施のァ般的注意及び実施法~指示した手引と， 調査票は，つぎの -

2::~量りである。

0小学校(4.5.6年共通)~(数学力検査作成の

ための本アス 1、実施の手引き

一新潟県教育研究所一

0目的

1 このテストは，新潟県の小学校 4.5.6年共通用算数学力検査の標準北の

ために行うものです白

2 問題は，文部省改訂指導要領に弊拠して小学校の 26fから 6fl"に亘って

問題が作成しでありますから，その点公合みください。

0倹査実施上の注意

1 検査実胞の対象学年は小学校 3..1. 5: G 1J::及び中学校1年でナロ

2 検査は，児1置の疲労しない午前の2時限 (10時頃〕にしてください。

3 干スト ヅ7 ウオッチ を用意して，検主主時11¥1を.iEii絡にしてください口 ストツ

プクオツチのなUハ時は検査員の|時計をと検査して必い、てください口

4 検査場止しては， J毘主主ができるだけ卒奈の気持で十分実力のあ広われる

揚汐所r，従つて自分分、の教F宅巨等がもつとも望ましVい、と

:-'13犯3一



に検3霊場に入れて，落着いた状態にあるようにしてください。

5 児童の検査中， 外部の)~J.響で不安定にたらぬように御配慮くださν、。

6 印刷の不鮮明のものや，読めたい字があったら手を挙けさせて教えてや

ってください。ただし文を読んでやったり 3 字句や用部の説明をしたり

したいでくださいロモの他， nr~:示i't" jなことは絶対にか喝さらぬようにねが

います口

7 本テ久 トを実施する場合の，扮明の仕方，限度等は「生徒への指示 |に

かいてるりますから，検茶に先きだってそれをごらんく夜、さい。

8 1::1'0 1ヨに計算，第213 (t1:玉虫解応用をやらして ください。

9 児童が，自分の蒋号をよくわかるようにしてないてください。

10 児童に，鉛筆2本以上と消ゴム左用意させてください口

11 計算用紙在学校で灯j意して ください。

0その他

1 1llJ紙調査表 I(t1:は，格号，氏名，児童の保護者の産業別，学歴及び学校

に主旨Uる算数，数学の総合言何回を 5段階法で記入してくださ い。

2 別紙調査表Eには，本テスト実施に関しての卒直た御意見や綱J感想、を記

入してください。

3 整理は3 研究所で一切いたしますから，テス ト終了後直ちに 「新潟市上J

所ぬ 1丁目 新潟県教育研究所」宛，た送りください。

0児童への指示の仕方

検査者は，時計ぐできればストッブクオツテ〉及び3 言一「すよ月!紙を準備し， 1m 

:世には鉛筆=本以上と7'1=1ゴムをJ-Ij笠させてた〈白

第 1日 計算テスト について

1 これから算数テストぐ計算)をやります。先生のいうこ とをよもきき，

先生のいう通りにして，たちういて，まちがわぬようできるだげはやく

やりなさい。

， 2 問題は2t.:~から G (，I~までのものをふくんでいますから，できたい問題も

あるでしょうが，できるだけ，一生懸命にやってください。
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. 

3 鉛隼と梢 2・ムの外は，仇の中t乏しまって〈ださい。

.l これhら検査対j紙を配りまナが，表紙を上にして， f.~1 をと聞いてはな りま
せん。

一一検査用紙ゐよぴ計算用紙をすみやかに配と一一

5番号，名まえたかきtJ:さい。男子は男を，女子は女をOでかこみたさい0

6 生作月臼を密きいれたさい。

7 学校名，学年，学級名を書きいれなさい口

8 検査年月日を告をいれたさν、。

一一全部かき終ったかどうかを確かめる一一ー

一「注意J.を読み，説明するー

ー oいつも先生のいうと3なりにしてくださu、。

。「用意」 で鉛筆~持ち「始め」 でから仁止め」 で鉛隼を.fJLの;f:i・にた く o
o/[初制は;1作号のじゅんにしたさい口むす、かしいのはあとにのこ してすナみ

"刊IJがあっ冷らあとでしたさい白

0計算は紙のあいているところ，または計算:川紙にし主主さい。

3答だり仁コのh はつを附いてくださいo泣かにOをつげるの

もあり ますから，まちがわぬようにしたさい。

0人のを見メヶT，または.，人に凡せたり してはた bません。

0読めない字があったら解Fかに手をあけなさい門教えてあけます口

8 ~たを附をたさい口

I ょせ算とるるでしょ うo 2 Ji 3廷のょせ主主をやるのです。

「用意」一一「始め」 ぐ8分〉 ー 「止16J

9 4:頁5頁を開きなさい。[ひき算でナ。

「用意」一一「始め」一一_S~ft)_ _一一 「止めJ

10 6頁 7頁を開きなさいo llfかり算です。

「月j意」一一ー 「始めJ (12分) r止め」

11 8 頁 9頁をと聞きたさい。 lV わり r，~~です。

余 bがあったら…-亡 lの中にかきなさい。

，J時」 一二 「始め」 一一よ竺全よ一一一ー 「止めJ
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12 10頁を聞きたさ仏口 Vその他です。

rJ.n意」 一一「始めJ
(-1分)

ぐ符集を集める〕

理解醸用テストについて

「止めJ

1 これから算数テスト 〈理解応用その 1)をやります。よく考えて丞ちが

わぬようにし主主さい。

一一計算テストと同じような指示をするー一

一ーすみやかに検査用紙と計算用紙を配る一一

一一表紙の所定欄に記入する一一

2 答は i~ のJ:þiとかくものと， 。をつけるものがありますから， よく

読んでまちがわ白ようにしたさい。式や速算はかかたくてよい。

2 次の 2頁を聞きなさい。 r理解応、別その l J です。 11寺聞は40~]'で， 17問

題あ bます口

「用意J--fM:iめ」
ぐ40分〕

「止め」

谷:築を集める

ー一一約10分間休訟を与える一一

4 勢;数テストの続き(理解応月jその2)をやり ます。 やり方は吉iU:同じ

一一検査)-IJ紙を配払 所定聞に記入する一一

.) 8 J~i を聞きなさい。 r担!解応用その 2J で、ナロ

11寺1mは40分で171日，jl極あ りますn

fJll意」一一 「始め」
(40分〉

(答案を集める)

~ 
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穿

名

一

査

一
員
一

ス

人

一

山

市

慨
一

⑦
 

忠
弘

一

第
副
劉
引
一

郡町
市村

学校 学年

日 算--71i?|計 p 職同備考|号 脇氏包 \ 1Jl1 \ 滋 |繋 |除 I ~ I計 価

1 ' 1 1 I|ilI 1. ¥ I 
1 I I ¥ I I I ¥ I I I 1 1 

1 1 1 1 1 1 1. I 1 I I 1 
1 1仇トトi円 ll 

_1__-_! I I I ¥ ¥ ¥ 1 1 1._ -_1_ -~ I 1 .¥ 
一一・¥-¥¥ ¥ 1 1 1 1 1 1'--1--1 

n件山 Ill-l-l 1 .1 

||||14l1| 1|1 | |コ十ゴ-f三亡L : 1 1 -1 I I I ¥ ¥ I I 
ト1I 1 1 ， 1 1 1 ¥ 1 

i|11ilulll lI l 1 1I1 1111| | | 
1111¥寸ll「|11l 

l' ¥，111111111 1 ¥-I-_I 

I -~-~ 1 1 I L I~ L LLL L ~ _ r -T 1 I 
! . ! 1 ¥ 1 ¥ 1 ¥ I I I ¥ ¥.li 

1.男女毎tこ別の用紙に記入のこと。

2.欠席者も名前は記入して，赤線で消すこと。そして欠席の事由を備考欄に記入する

こ主。

3.学校における算数成績の総合評価は5段階法(+ 2， + 1， 0， - 1，ー 2，)で記入

のこ と。

4，産業分類は紀藤第一集参照のこと。

5，保護者め学E警は， Zf_}.小卒(1)，筒ノj、卒(2)，青年学校卒(3)，中等卒仏)， 専2判(5)，大~卒
((iJ，に分類してがい当数字伝記入すること。
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Ifl. .1 本テスト iU，~ y:t .~~.~ II 
学校 学年

学習していない問題番号 検査時間の適否 .

計

| ・各誤解問の等筒他形T式出しく理解されているか I
迎解度・ 起していないか

1 ・そ ， 

先 生の

御意見 ノ

一一
検児感査童後想のの 用書

|数名

S. 2. 1.検査時間

検査時fllJは正確にしI 11J1JIU{1I寺M.¥ĤH乙僻答のすんだものでも，所定の|時!日lまで

答案の点検などをさせて?退場させなかった。 検査時間は， 第・6.3.表の適D.

で，各学年同じ1時間である。

第 6.3表検 *- 1I!j: II¥J 

計 算 | 理解応用

lよぜ到2ひゆ13かけ算14わり算!日その他| 昔i' Iその 1Iその2

植 i待問 1 8分い分 1 12分 1
12分

1 4分 I 4叫40分 I 40分

6.1.3.採点法

採点は，すべて，研究所で行った。

計算，理解応用いす哀れも， ]問 1点とし，iE答表以外の答は説りとした。計

算は， G.O点満点，理解応用は34点満点であるn
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第 6.4表 本テストの成紺

小戸年い73
AI14.031 6.03113.65-14.41/0.014/ペ7ペ

4 年 1 1叫 判 877 ! 2210~刈 o~I~004 1 11-.49
1 

8 15  年|卜1州叫 10.93
1ド28…19/十巾lいい0ω01219卯9ペ叶

1. Iワ三 年 |川1.00州D邸ペFぺ|い4ω制仰叫0.4叩川4位引21 川匁M州 6引1_41.2むペ31いい
0ω0川∞叶9

ペ|幻山…凹引| 
中宇伊校

年
1
1叫 労別m刈日ペ41

12.84

ぺl卜
38.8…

イ伊零ア伊5g|卜3叶 3苅山D附児

l 川
13.30130.49-31の

1 

0.008' 3012/ 16.221 

・計算は60点，理解応用は34点満点。

26年 9月29日現在。
備 考 | 一席旅田M 舶古精度は変異係数で表わされている。

・計算問題p 理解応用問題の本テストの実施は昭和27年 I月中旬3

3 引6.9列b…4いい~訂7小018
ヤヤ|ドい

5%67d 

ラ3~ 
1I
川1.I6ιい…-1刊 l日1.82

イ十巾い|卜いト
0ω川O山l

51卜
61兜 4 

6 

ペ
15 の心ω… ~川川l凶6.4り31

0ω01ω叶小叶l日4咋31十巾|ドド
5幻7占臼36

7.4位2/卜2却Mル0.6
7 i凶ぺ4ぺ|ド川

2却加20.65ωル一6臼ふ……ラ九μ~心-21幻l臼ペ小引山|卜川川0ω叩D引lけl~I戸同孟司|
。

7 

¥ 

∞・

斗
同

W

M ト。

斗
同

hw
》

主主、r司、
..，.. 

c
.串
.

。〉国間競剤
。
~い
付
て7

， 



計算で Ol.(j%，~解応}1Jで 4:i.ï% !

この検賓の}q~必l主は， "1'.均的i'L.，木県7児涯に適して

4. !i. 6 &Io全休についての平均通過E料:l:

なっている。したがって，

度

いると考えることができる白

尺子平悶
口ロ6. 3. 

学年相当基準S. 3. 1. 

この学力検査を実施して， I毘茸の学力が，何年何学期相当にあるかを知るた

占うに学年相当基準を作成した。学年相当基準算/Iiの方法は，づぎのと会 bであ

る。

1月中旬実地されたが冬休みの関係も考えて，本テストます-;::，本テストは，

の成純は， 12月末の学))とみることにした。それで，例えば， 計算では，

14.03 卒均12月S年

22.6'1 平均12月4&手

これを月数i'L.段分して， 3年 S学期及び4年 iその義は R.自1となるので，で，

中学1年とのひら

。壬!三2学期までとした。学年相

準

同一学年l児童の比較にたいて.;jtl 

対的に3 如何君主る悦置にあるかを知るために，偏在値基準 (T-Score)を作成

した。

得点れの児抵の偏差値を，らとすると，その技官式は・つぎのよう『とたる。

+ 50 、，-z一
み
よ

-

J

Z

 

''HJ

い

m
一

だーヂ
仁

=
・

d 集団の得点平均

集団の得点の標準備法xN土

いま 3 棟:本児武総数を H とし，んの1f.均を Jとすると，

1 二~ 1 .:¥ ( 1o (均ー 忌〉 、
=一一一 三~ t.. ::=一一-~ I •• -， + 50 I 

.n .._1 11 戸 1、'" J 
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lAび 19.1がえられるo s年と，

ぎは，みられたかったので， 学年相当恭舶は，

当恭準表は第6.5.哀のと;ts-りである。

S.3.2 

この学力倹奈を実施して.I見宜の学力が，

基値差偏

t 

主予期D基準点として，16.2， 



/ 

1 " 
η- ~ 50 

‘・1
+ 

1 10 
x n .. - 一一一× 一一-x 勿 岳

叫 J

10 '‘ 
』ーーー一 >: ::t: 

xl ;:;" 
" どね-
.~ ， 

10 

J 

1 10 
= ←ー.x ，J +」-X50叫

= 50 

すなわち， 1，の千均は 50となる口

学年相当 基準点表

間品」
3.9 

4.3 

4.7 

5.8 

5.3 

6.3 

7.0 

7.2 

7.4 

7.1 

7.2 

8.3 

9.7 

16.0 

17.3 

19.0 

21.1 

R 

。
)C 

)( 

11 

12 

均

14.0 

32.2 

29.5 

35.9 

19.1 

40.4 

昔f

i l4÷l 
にl

2 はl

年ltH

月

q
，ι
 

君臨6.5.表

3 

学

年

5 年

6 

①本テス トの央施は昭和27年 I月中旬でめるが，成績は突施期日を考慮

して， 12月末の争力水潜在?表わすも のと考えて3 この基敢表が作られて

b、る。

ω 乙ωテス ト1;.らは小学校6ij三より中竿校 1':1~への平均得点ののびはみ

られなかった。

備

タ
~ 

ま7じんの標準備義を σlとすると，

i.)宮=÷言l(ti-50)ヨ

( ー10(γ〉)4 ー +50 i 

・.ti - 50 = _l_Q_皇子_Q_j
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zfL×十会I(句ーぉr
=4Lxdz .A _ 

= 10宮

人 σ，= 10 

(十会J( ~ri ー五 )宮 =' :J2 ) 

したがって，んの標準偏霊長 仇は 10とたる。すたわち， 11偏差値の分布では

卒均が 50で，標準偏差が 10 とたる。

それで，呉った他の検査の結果とi防護値てe比較すれば，その優劣の凡そを~~l

るζとカまできる。

得点を偏差値に換算する卑見表は，第二学期末では，都 6.9.表のようにたお。

第一筆期末，第三学期末では，第6.5.表学年相当悲準表で， tf~一学期床， 第

'三学期末・の基準点を用いて，得点を偏差値に換算すればよい。

第一挙期末，第三学期末tておりる偏宇奈値早見表は， t日G.10.表のように壮巳る。

S.3.3. パーセンタイル基準

この学力検費を実施して，児援の学カカr同一学年児童の比較において，全県

で 100人中何希同相当にめるか左安uるために， パーセンタイ Jι議準を作成し

?とε

パーセ ンタイ JIt占準作成の手続きを，4 t{・明解応月jについてのべれば，つぎ

の止うになる。
¥ 

第 6.6.表で，得点広数分;イIiより，刊点累積広数分布を作り，これよ b相対累

積度数分布を作る。これを整数イすにとどめて， パーセンタイルとする。これよ

り，たとえば，得点17点を得売児童は 86パ{センタイルの併置にaうることが

わかる。す主主わち 17点以下の児童は全体で 86%いるということになる。

G. 3. 4. 五段階品等

この学力検査は， ，1. G. G !of集団で， 7['拘illí-ì魁234が5()~b程肢になるように考慮、

されて作成された。また， この全集団について得点分布が，正規分布給近くた

るように考えられた。したがって，各学(，1三毎には，得点分布が必歩しも正規分
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第，6.6.表 理解応用得点分布 % ile， t:f， 評定段階ぐ 4年〕

得 g 点|度f数|号炉 |乎itZ!%仰 |σ|答書

FFJ三EJ1lizl韮1

i司王11三Elミ|圭 o

EElヨヨヨヨヨ + 1

;一円十汁:トけ!?トイ?H!?千

三三ヨヨi主

口;I 1 い0021 _ _ 9_9ι|-EL-J 
I 30 1 1 一1_1盟~L一一竺ι1__ 100-'__ー…-l

Zii.TNコ0041 ~I- ー I [一一一 |
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、、

.(Iiに近 くた与とはかき・らたい。毛れで，各学年勾:の五段階Jll等に，侃差値引 l

いることは適当でたいと考えて，パーセ シタイル法準を月]い，これを正規化す

るために，疋規曲線I'Lj云げる得点の位置に換x'f-した。

換算の手続きは，つぎの通bでるる。

正規憾率函数を ψ(x)とすると

ル ・)=マ÷74-7 と制。

したがって，f:ψω d:r， は第 6.1図で;奈腕ほどこ した街仰附を

表わし，この値は，数値表でぶめ られる。

第 6.1図 正規分布曲線図

官

:x.' 
l-'jはいポ，e-'

また，

j二ψ ( :，; ) 山 = f_"oo 伊 ( "') dJ 十 f: 伊 (い出け)cl 

= 05+ j:¢ CK〉d，;

エ

となるから f_二 ψω 心;の純が求められるn それでが 6 れj!J.，~，に対応
~=f r ~ 

ナる相対J弘樹i支数 I" (J""_'_ の航に等 I~v、 I ~__ cp (:1;) d:!:に対応する ，'1;を求め
.1' I目。。

得点をこのおに換算するのこの扶算1~(は，第 6.6. 去では， "としてある。

たとえば釘6.(j.去では， 4 6ド理解応対H~.点 1~ /i.を σに換算すると， 1.09 

とた'::;'0

この σによって五段階品埼;を作った。その区分は， 1f~ G. 7，支の通りである。

第 6.7表 σによる五段階1171去を

I~ σよ二竺満 ムア~-0.51 -0.5 ~ + 0.5 1 + 0.5二可+1.5以上

-腕 |-2I ーII 0 I + I I +2 
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まyた九bも' 学j力九Jん1品:

6.9.表のようtκ乞完たEるo この学カ品等表は，各学期を通じてmいられる。

iD6.8!表 学 ブ1品等表

+1 

ーっ

第 6.9表 侃長iu.I，パーセシタイ"，σ，1ft J.i.R (二学期12月〉

マ翌i-一一 ~算 間 賠

得、".I 4 年 ! 5 年 I 6 年

iJi 偏差値 177; | σ i函日下~I側|れな! σ
ol叫 oI -2・46123 ! 1 1二2.46120 I 0 1コ4J
斗 2ラ-1 11吋三仁主平「す|寸日
21 261 ~_I- 三?と|ー竺1__~ I-=-2.20 I一川 1卜2.39

一人 I~.I ーとは~I__~I ~~ I -2.D~ 1三i二王互
4 i 291 . 31ー1.89127 1 .3 I----==-=~L 23 1 1 I -2.33 

己L1 301' 4-1ヨ~1-司 3 1 -1.89 I~_ !1-2竺
1631 I 61プ1.56I 28 I 4 I -1.831 241 21-2幻

「7I 321つ ト 1.491 . 29 1 41二1.761-2司寸 下237
81 331 81ー1.411 30 I ラ|ー!日126 I 2-1---=-220 
9|刈 101一1.351.31 1 6卜1.56I----u:j-τ戸五
1o 1. 36! 10 Iー1.29I 32 I 7 I -1.481 27 ! 31 -1.89 
lI .37じ止1.

18!叶 B卜l川 28I4卜1



守FI---1-竺-JE三一竺
得て牛 4 年 I 5 年 I 6 年

点矧~j偏却 i ff;| σ j1ifii剖主|わな1σ |憾値|げ;1σ 

2 1 381 J31-1.13]叶つ下司 291 4卜1.80
つ了戸子竹?戸:百戸子hF戸-:291 29[ 4卜1.76

14 1 40 1 18 ¥ -0，92 [ 361 11 1 -1.231 30 1 51 -1.71 
151411201-0.851371 J21-1.181 3JI ラ|ー1.65
16 1 42 1 23 1 -.0.74 1 38 1 14 1 -1.09 1匁 1 61 -1.561 
7[441-27戸五「ヲ七司つ司 32I 7卜1佑
81 451 30-r=両 39い7円引っ3TープB下1.41. 
19 “1 /331-0.44 1 4o 1 181 -0.921 34191 '-1.35 

01 471 361 -0.361 41 1 191 -0.881 351 10 I -1.29 
21 I 48 I 40 I -0.26 I 42 I 21 I -0.81 I 35 1 11 1 -1.23 
21491461-0.111431 231-0.74[ 361 121-U8 I~ 
1 50 1 51 I 0.03 1 441 251 -0.681 37 1. 131 -1.15 

づ -41-521つ510.1~ L __:~I一三1~0.6_:__I_38 1 13 I -1.13 
?1 53[ 591 0231 461 301 -0.531' 381 151-1凹
261 54 I 64 1 0.36 1 471 33 1 -0.441 391 161 -1.00 
27 1 ララ |互い三I48 I 36 I -0.36 1 4司 17卜山
竺 156 [二3[ 0臼:_ _49 [ 38 i -0.31 1叶 19[-0.88 
29 I 57 I 79 I 0.81 1ラo1 41 1 -0.231 41 1 .21 1 ，-0.81 
01 兄| 引 0匁 I501 451'-0.131 421 221 -0.78 
11ω!部 11.041 51 1 491 ":0.03 I431 231 -0.74 
32 1 61 1881 1.18川パ-'-0司 44j 251-0.68 
3 1臼 191 1 1.35 [ 53 1判。131 44 [ 27 I -0.62 

つ-41-司 931 1ラoJ ラ41 ~O 1 0.27h司
川 641 951 1日い5I 64 1 0.33 1 4可
Z7臼 1961 I叫 56，1-引 o叶 47134 i -0.42 
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得 一学期侃差値 三学期偏差値 得 一学期偏差値 三学期偏差値

点輔さ|畔16年昨|咋16年点咋|咋回||6年4叫5叶同
20 1 51 ¥ 431 371 451 39¥ 3511 41 1 791 641 541 681 581 51 
21 1 ~3144 1 38 \ 46 1 49 \ 36 142¥ 80|臼1551 69¥ 581ラ2
22 

t 54145¥ 39¥ 47 ¥ 41 1 3て 43¥ 81 1 661刈 701 59¥， 53 
23 ¥ 55 1 461 40'1 49 1 42 1 38 44 ¥ 83 1 67 ¥ 57 ¥ 11 ¥ 

60! 53 
241 561 17 ¥ 40 ¥ 50 1 43¥ 38 45 _I 84 1 68 ¥ 57 ¥す¥61 ¥す
25 ¥ 58 I 48 ¥ 41 ¥雪1I 44¥ 39 461田¥69 1 58 1 73¥ 62 ¥ 55 
26 1 59¥ 49 1 42 ¥ 52 ¥ 45 ¥ 40 47

，¥ 871 7白159¥叶 63¥56 
27 ¥ 60 1 50 1 4~ I 53 1 45¥ 41 48¥田171 ¥ 60 1 75 I 64! 56 

281 62 1 51 1 441只|“141 ~~~ I 721 61， 761日 157 
291日 1521 441汚 47142 15C I 91 1 73 I 61 1 781~ 
30-1 副¥53| 待 1561 伺|〔叩

工

51 1 921 741 621 791 '66 
I 

31 
¥司面l7H1i7“|1一瓦

57 仰

1土|万|司:トド2 ¥ 67 1 }5 1 47 1 58 1 50 1 44 1153¥ 941 76¥ 64¥ 81 1 681----; 
き31 68 1 56 1 48 1 59151145 l 9o l' 771 65182¥ 69 1~ 
341 70 1 57148 1 60 1 52 1 46 三到!好叶|淘叶|

一I肘玄可「F|
i7ηtl 1l7 

6の3 35 1 71 1 58 1 49 1 61 f
ラ2147 56 r 98 1 79 1 66 

361 72/' 59-1 50 1 63 1 53 1 47 

竺1741曲 151 1闘いl他 見 11011 81 1 68 1 861 
-72f64 

叶 611521臼¥55149 59 ¥1 02 I 82 ¥ 69 I 87 I 
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第7主主 結果の検定

7. 1 第二次標本の抽出

相爵係数や， 問題分析等，締よ~の検定を沿こたうのに， 各学年金戸11000名の第

一次臨本から，その2分の lの約500名の第二女標本をllJ抽出して実施した。

第二次標本は，各学年，各学校毎に，児童名簿を抽出台帳として，at random~ 

m7.1薮 卯第一女tEPi本と第二次棋本との成総Jti[凌ぐ計算〉

緊本第三万

| %1鰍 i% 減 1% I実数1%1突数 ¥%同i
i ol: ベ竺I~~I 171 3.41 1 71___:~j 性

l -'-"1 "'''1 ぺ …L二i
1163) 16.2j 741 14.81付

I~1.~251 刈刈 1181 23.61 .113¥ 11.21 5~1 ~.7t ベ刊-~三6
判， 竺~;__ 11_81~3.61 1 501 叫~l~刊付吋 39己

ド1~35\ 1ベ刈 52;必4j7s8¥1司9伺 99¥9.81 4い2

二~I~~i~iと|二三」凶j 出J也
41-451 __ 1_0:~1 __ 71~;~1と~1~1 12.91~1 14.8;_j 14.6 

14ω~1_1 \ 011 11 04 4 24 91 14 1寸 13.~ 司竺I
M~l 11 0./ 01 0.01 31 0.3¥ 01 0.01 172! 17.21 791 15.8 

%-60i 1" _'I I I 1 1 011 0¥ 0片 l付利男11

一三!__l_. 1 0~5 J 仰9 I 10051 496 ¥ 1005 I 
平均| 山 4 22.521 29.521 30.03¥ 40421 

J吾霊鷲塁霊劃-， 8叶 I 1ωcωω9珂3 ;「一一~\ 、 13刀叩2幻7γ

一;譲2罷鵠翻2譲調z負乱iド作22引ル2幻l

一15臼Q一.



第t.1.表 例;15一次臨4ドと第二女槙本との成績比較(理解応則)

理 解 応 用 • 
点 4 年 ラ 年 6 年
区 第一次桜木 第二次標本 第一次桜木 '第二次標本第一次標本 (第二次標本

爽数 1% 鰍 1% 突数 |7d 突数1% 突数 1% 1実数!%

竺l~1_3~;~___2べfi 8M司';~~i~副9lJ14 24 6i04 41 0.8 

日 | 177117.61 判刈 1001叫 4961
ド IIf 24叫 1211叫 判 13.. 1?1 661叫 7.11301 6.0. 

198! 19j l 6~ 347.2 

本山1281mj 641I 12.9/ 140/ 14.0' 66i 13.4j 114Z44 1削

381 行 7114'.71 781刈
21~23 181 1191 11.9;刊13.61142|Mm4  

41 "J44w| 1541 15.3' 79115 

7i 201 4.11 1471叫“113.3

3042l ool 

33--34j 110.21ごし34-丘三。
1009 ' 498 

平盤均

1
l 21.52 

!臨母平長均|!1116~ll竹
l 

1
15.63.-吋 119.75-20 

納出したo !.f~二次標本が，第一次標本の代表として，適しているかどうかをみ

るために卒均及び分布を比較すると第7.1まのようにたる。

この結果から，っき・のことがわかる。

0第一女標本平均と第二次標本平均の差は，Eきわめて少たい。

0第一次棋'*分布と第二女槙水分ギljは，きわめてよくにているD

e 分布につν、て.
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第7.2.表

得 第一.次

第一次模本分布と第二次版本分布 との
溢合度の検定ぐ6年理解応別〉

第ご次 迎 論
点 標本分布 槙本分布 分 布 (a2-al)宮，区

a， a宮 ai=a，X。』，とa ， fl.， 
n， a1 

0-2 6 4 L4' 

10 1" " 。 0.000 3~5 22 

6-8 30 10 15 ' 25 1.667 ， 

‘ 9-11 72 36 36 1..000 
12-14 66 36 33 少 0.273 
15-17 116 62 57 - 2ラ 0.439 
18-20 127 58 63 

、

25 0.385 
21-23 142 74 70 16 0.229 
24-26 154 79 76 9 0.118. 
27-29 73 4Y 。.671
30--32 95 I 54 47 49 1.043 
33-34 ， 32 I 15 16 0.062 

1 11， = IO09 1'''''=498 1 

第二次枚:本分布が，第一次桜本分;;(fit乞よく適合するかどうか喜とみるにはp

z宮ー検定を行えばよい。

ある検定によって，観測による度放の一組がるる理論的主主度数(モ対応ナる

一定の母集団から抽出されたものであるという主張が不当とされたかったた ら

I'f， その二組の度数はその検定に閲して法令しているといわれる。

6年理解応用で、は，第一次桜本分布日10ー及び第二次松本分布a2はJ第 7.2表

のよ うになる口これについて，X2検定は，つぎのようにたる口第一次模本分布

より，輸分布aJ叫 xf:?を求め，二つの分布の適合度 を測るものとして，

定義される統計量fを計算すれば

品=旦と盟こ + (10-15ア4-........~ (15-16)2 
14 一寸す一ー+ 十 一一寸Z一一 ==5.887 
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ーなる，この内Oたらぽ，理論他との完全な一教を意味し!X2が大き〈去

るに従ってその一致の度合が悪 くなっていると考えることができる
o所で， ー

ま，このよう注実験を何回もくりかえし笑施し乃の謝別主計算ナれ 比 そ

れらの χ::の胞の集 bを相対度数表に分類する ことができあ口 この相対度数衰

を用いれば X~ のいるいろえ吋在の純圏がそのようえ主実験の凡そ何%に期待され
るかがゐかるo そうする と，X! = 5.887の値がp そのようた実験からえ られる

dの平年過の位に1-1:ベて非常に大きい純であるかどうかを判定ナるこ とができ

る。

大標本の場合には， このような話の分布を示ナ
2 近似分布品数が与えられ

ていて dの大きさがどの智皮の大きさルI，j-.とする確率だ何%幹段r
となるか明

かにされている口

この例では，自 由N(d.f) =11-] =10 で X~=G.887 以上の ♂ の値のえられ
る確率は，χ量一分布表よT80 %と 90Jbとの間にある ことがわカ;るoす貫主わち

0.80<p {x宮ミχ~} く0.90

したがって，この程度の誌の値は偶然としても しぼしぼえられるわUで2 この

結果から二つの標本分布は， よく適合しているとみてよい口

他の学年についての結よ1{るU5"7.3去の通りでP 第一女蝕ー本分布と，第二次棋本

分布は，危険互ドを!i%にとれば， よく道合しているということがでをる。
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第 7.3.表 第一次模本分布左第二女概ヨ~分布との
諮合度の検定

三喧[計
4 年 う 年

算|理解応用

.筒 尚 度 81 8 
・E・- 司~ーーー一-

χ2 。 4.6811 0.9ラ4 、 4.9461 8.217 

pr{xzzxj} 0.75くPrく0.901 0.95くPI"ぐ1.00 0.75<PI仰 γ
有 意 性 有意でない 有意でない 有意でない 有意でない

丈項一一¥目、、F、学題、年¥1別8¥ 1 
6 年

計- 1・

自 由 度

X~ 。 5.887 

. 

- prtx2~xj 

‘-

• ， 
竺5くP 0.80く乃く0.901

- ・ミ

有 意 f生 有意で 有意でない L 

平均の差について

各問題，各学年毎に， u-cーチC棋本平均と.第二次担!(-f::ZP均を比較すると，そ

の差は，きわめてノj、さいことがわかる。

以上の結果から. M'~一次慎本及'ð第二弐槙コfsによって， 各献の検定を行う こ

とにした口

7.2 第一次標本の検定

7. 2. 1.抽出の精麗

本テストを公こたった椋本児童生徒につv、て，柚自の精度を調べるとつぎの

ように注る。

標本平均の分散を

宮 N-n σ宮

σ;; N ご1 "つ「

ムして， 精度 Eを変異.係数で表わせば

← 156 ~ 



E = 三戸 Lで ，/ Nニ~ . 三一 、』一
;; r R-1 叫玉

となる。

?をだし，

N: 母集団総数

X: 地集団卒均

σ: 伺集 団不均偏差

n 標本総数

.'1; .餌:<fぇZJSj勾

，J: 卸~'4唱雌{府j差

ここに， つぎの数他主用いると， εは， 1:(:t;7.4表の皐後の捌のように友る。

第 7.4.表 抽出の精度

(1)計十 l1-

孟FT了 In Ii=つ ，J下一|

小生竺|一三ぜ
人

973 14.03 6.03 0.014 

4年 1 619841 10051 22.641 8.771 0.013 

5 :lf 1 57636) 1005) 29.521 10.931 0.012 

o年 1 538251 1∞可 40.4司 13.271 0.011 

す す 官|つ 示'-1一iー予:ム門誌1-τ高l年 /VV"-'I lvuui .........../"-1 lL..V'j 

下半一校|丁示;1- 3示-1i:副つ3.301寸 志、
主5.6笠金釘 J ， ~..t""l _，v'.....I_ .，Jv..7VI J.J......vl 

6よ年 7.421 • 0.012 

予ー弓~ ~ I 

金| 五|τ ;1 16.22j 7.751っ13J
7.14 0.011 
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この精度は，きわめて，高いということができる。

7. 2. 2 抽出の検定

0 担任教師による算数数学評価の分布

担任教師による，五段階の算数数学総合評価を資料として，その分布をみ

ると第 7.O表，第 7.1図のようにたる。

第 7.5.表 担任教師による算数数学評価の分布

係 |悦
4 年 ラ年 6 年 中l学年校

|標本数I% 棋木数I% 標本数I% 標本数1% 援本数1%
+2 (5) 59 11.6 日I 8.81 46 

z895zmm 43 l5引1 1 

10.4 22 4.6 
一一

+1(4} 125 24.7 1 181 .24.01 1 09 . 2.2.6 89 18.8 
一 + 一一。(3) 179 35.3 1801 36.61 175 31.0 179 37.': 

一 一

1向山 19.91 1031 21.0 岨 M8 117M8- 1 4吋76j掴 3一 一

一 一 ' 一
合計珂71 1 4911 1 5001. 1 49日
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』第7.1.図 担任教師による算数数学評価の分布図
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〆

との結巣をみる.!:，分布は，中央に高く両端に低く正規分布に近いから，標

本!尼童生徒の抽出は，適当であったといってよい。このことは，担任教師によ

る評価の母集団分布が，正規分布1]に近いであろうという仮定によっている。

中学1年の分布は，小学校の分布より，やや，かたよっている。

中学 1年について，同じ標本生徒に，実施した文章:読解力検査(註〉の場合の，

担任教nllj~とよる読解カ評価の分布ム数学の評価の分ギfíを比較してみる と，

つぎのようにたる。

第 7.6.表担任教訓il"L.よる数学及び文章読解カ

評価の分布〔中学1年)

MZZ明…価| 標本数 I% 

5 37 22 

4 98 20.2 89 

3 
18732山8287川i l 1753 

2 110 I 22.7 I 134 

一
52 う2

計 ' 484 I I 476 

第 1.2.園担任教訓iによる文章読解力

の許価の分布

必 中学校IJ手
"0 

30 

ヨミ 20 

1主
主ぇ fO 

3ち
工 Ol-ー」ム

I I 2 3 勾 b

-参拝イ晶

-.160ー
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'文章読解力のまH任教日I!iによる評価はp 数学の場合よりも，か?とょっぜいたい

ことがわかる口この結巣から，中学 15:)三では，文立読解力よりも，数学の方に

礎劣の霊長が太きいように考・えられるの

(註)新潟県教育研究所， 研究紀要第五集小中学校児童生徒の文章読解力検査

O 児童生徒の保護者の産業分布

コト;テスト笑随時I'L.沿げる調査対象杢児宝生徒{米議者- の産ー業分布は ~1Jiかでな

い。それで，標本児童生徒の保護者の産業分布と， 11[1不11255ド10月d日現在で，

全数調査された全県の保説者の産業分布と比較してみることにした。したがっ

て，この比較は，厳密たもので主主<，凡その目安としてのみの志のである。

第 7.7表及び第7.8表で，標本気イiHi，第二次標本分布で 1・Lそ500名で釜県

分布はH召手1125年10月5日現在に主主ける166，050名の分才IJである。

この結架から，桜本分不IJは，全県分布に，近似していることがν、われる。

以上の結保から， 全県よ b抽問されたU~~次回本は，全県の代表として，考

えてよいと沼、われる。

第7.7.表 児家保誰者の産業訓標本分イロと全県分不li

の比較(各産業別)
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務三 11111Eサ重ー苦建ピス議業 || 
5.4 

6.9 10.4 8.5 

212公 務| 3.8 2.7 3.6 

事長 13分類不能の産業 |・ 2.7 2.0 2.5 

14無 業 | 3.1 3.3 3.1 

備 考 -慎年会別前県本問分分苅布O1布名はは¢6昭昭6分，事利O布知4527名年年の110分月月布下ラ旬目筑在で各学
現在で当時

~ 7. 8.表児童保護者の産業別標本分布と全県分布の

比政(第一，次第二次，第三次，産業別〉

第一次産業

第二 次 蕗楽

第三次 産業| 3Q.91 . 33.81 

7. 3. 妥当性の検定

28.2 

テストの安-当性については，内移的安当性と，統計的安当性の二rtriが考えら

れる。測定しようとする学力について，ドn与的には，要素分析や，問!m作成上

考慮されたので，ここでは，テストの結果を統計的に倹刊することによって，

その安当性を検定しよう。これについては，つぎの三つのことが考えられる。

ω 得点分布

く:2)各学年聞の卒均値の蓋

(3) 担任教師による算数評価とテスト得点との相調

7・3.1. 得 点 分布 .

デス トの得点分布が一方にかたよりすぎていることは，学力検沓としては望

ましくない。

テストの結果の得点分布は，第7.9家内)， (ロ)及び，第7.3図表付)， (司，及び，
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第7.4図付)， (坊のようにたる。

第 7.9.表

ω計 算

本テスト得点分布表

tf-

il孟:lιhJ14|品町長「主
計 :間引44iJ4
土竺I3281 33.71~1 _!ど~I~~I三日|ヨヨヨ
土竺しきI~I竺l1 23.01 ~I 11'21二81~1三2lfjJ!?lf!

と三I_I_I~Iヱ~01~1 18.71~1一二~1_ 9.01ユピ芝
山，011 1_1_三71三!と竺11 25i_1空~1三ど~I 12.5 
1~45 1 1 I 101刈1221. 1!UI 1491刈 1671吋 2刊 ω

Z瓦1-1-1つ|ヲ戸;12.21斗五万戸耳石戸3

計|刈 10051 10051 1叫 10081
平 均¥ 14ペ 22イ 29防悶5兄21 4ω仰0.4叩ヰ匂21 労

詰雲| ιω0ベ 幻叩ベ7イI 1口ペ 13.:口山叶.戸幻ペ2幻ペ7イ1.1ロ2肘|
議¥1主主lMl|22223181おさ301913924123138%241却さ31.43

1問 I567ペ…竹川 判 1734
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4 

第7.9表 本 テス ト度 点分布表

同盟解応用

得 I3年 11 15年 11 年 |用 I~5.τ 
間隔f%1笑数 r-% 1実数1%1瓦 1%隔医偏向
い211州刈ぉ13.51 191 1.91 61 061 910.91 601ゑO

3-51 229123.21 . 851 8..51 361 3.~ 221 2.21 131 1.31 14314.7 
l ぷF~l ω| 吋J竺1 1∞1 10.01 苅13.01 3Uど土110.2

9- 11 1~1 19.41 .2441 24.31 1321竺|二2凶 %15.61 4481τ9 
丘空|931 9.51 1981 19.71 1451ω1 661 6..51 9.81 9.71叫三日
lら 171311 3.21 1281 1吋 l刊|刈 I1Uゴゴゴ384112.7
!日竺1_IDI_~j__j二j己~I~竺I~I~竺! 日7113β|ぉ~1 11.7
吋 ，-，I10.11 刊 4.01 . 1191 刈 1421~l哩\_ 13.41竺 |竺:。
|ロ1 1 I 111 1.11.. 901 9.01 1541 1吋1621叫 25い5
12日 91 1 1 71 0.71 511 511 147同不司司五戸s

同 _1_1_ 21__ 0.2い11い519.41 I刊 11413.8 
-1 1 1 1 1い.31321 3.21 2212.2[__:t i.2 

判 明 1 10041 叶 、100911∞71一一
明 1 7ペ 11.491 1叶 21ω|州問
擢1 3.~ 1. 5.341 刈 7.421 .7.141 

i藍罷醐i譲調i自|ω似叫…4いω_7イ11.1…6ιいい…~叶4一II川lは82211行15.63叫宮日悶ル6臼ι3μ-16桔い|卜いμ2初制μ0ω山61占1-2一2引川川l目印5目中7
|F貯閥割 5678問67伺問7花787幻引7ぺ| … 、 灯m仰刈6印叫おl州 刈 I加
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第 7.3図 本テス ト得点分布図表(計算〉
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第7.4図

% 
20 

/5 

人
数 /0

日I ¥ 

4専5j-n

q 12 15 IfJ 2/ 2(1 2，7 3，0 3} 
l . r 'r . r _f_ .!， )̂  ~!_ }. 
/1 I{/. /7 '20 23 26 2q 32 3'1 

本テスト得点分布図表(理解応用〉

(イ)4.5.6年令計得臭分布図

(ロ)各学年方IJ得呉分布図
% 
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q 12 
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4. 5. 6年金集団の得点分布は，中央に高(，両端に低い。この曲線の正規性

をしわべるために，この曲線を確穆紙にうっすと，第 7.5図付)例がえられる。
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もし白紙lが，正規分布をしゼいれば，確率紙上では，直説にあらわれ毛わけ

である。これからすると，計算の得点分布は，概ね，正規分布に近いとみられ

るカち理解応mの得点分ノ両日立，モー t，~が，やや左に傾いていて，治極的主主形を

示jしでは、る。曲線の尖度，歪度は，第7.10表の通 りである。正規分布では尖

度は， 3歪度は Oでるる口

第 7.10表本テス ト得点分布曲線の尖度と

歪度 (4ふ66f-合計・)

計ー 算 2.697 I白 ー 0.344

磁解応用 2.246 0.220 

ノ

第7.5箇 確率紙kにたりる得点分布図ぐ4.O. 6年合計)

{イJ計 算 tロ}理解応用
w.q r-~~-r~--r-~-r~--r-~-r-' 苧'tl.q

ffi+N|+ffi=i 
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qql I I I I I I I 
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ど 1
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': UY1 I I I I I I I U': 
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011 I I I l__L..l I I I I I QI 
.5 10 15 '70 15 30 35 qO 5々 50 55 ・ 7 5 8 11 111 17 70 IJ 76 29 37 
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ー， 可・

つぎに，各学年の得点分布も，正規分布に近いものが望ましい白このいみで

は，盛年， δ年の得点分布は，一応，盟ましい るのと思われるが， 6年ではj殊

に計算問題で，上位鮮の弁別がよく いかない。これには，この学カ検査問題

が，.下学年の問題を多〈含んでいることに関係している。

• 

7.3.2. 各学年聞の平均値の差の検定

同一学力検査問題で，上位学年卒均値カち下0.学年平均より高くなければ，

字カ検査問題は，安当なものということができないであろう。

各学年のzp均値の分布は，第7.II表 J ~!l.6 図のようになる。

!lH.1t j表 各学年聞の1f-均値の 2去の検定

除決里|峨3千I'4 年 I5 年~年同l 隼

二ミ二f二ii
模 本数

λ1-
978 

人
1004 

人
999 

λ 
1009 

人
10"07 

;r 
差

一
差

偏

一
如

準

一
胡

棋

一
平

応

胤
3.89 5;ヨ4I 6.97 .7.42 7.14 

日
月組"-

X
 

×
 

-
4
u
 

nu 
t-d 

x
 

x
 

0.00 
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第7.6飽 各学年の平均値と槙準侃訟の分布国

品
50 

fれ計算

--.>j<均義

一一-i章準偽差

110 

. 30 プ
~ 

4章'* / 
孟均101 二手五

芳生 | 
ー・_--

↑ O ~附勺 』 5 

」一一→学年忌j

{的理解決司
桑 -.. . 

ーーー_'1'-J"，]~ミ
::151 一

---一"樗準偏差

20 

15 

---・・'・ー・・・・司.

6 中学村:1

ー・・..-ー・、--_A"--- ...... 

日;lu 
.5 6 中牢~f

上似学年，下位学年IMlの苧均値の基の検定には，棋本数が，大きいので，

均り分布は正規分布に近似すると してよい。したがって

平等-
は，-近似的に平均が 0，分散が1の正規分ギfjをするとした口

それで，例えば4年，o年間の計算については，

to = 22.64 -29.52 = = ー 1556
j8m lO町宮

一一一一 + 一一一一一10!J5 . 100ラ

一 169ー



111
I 

. p，・{l邑ItoJ}<o.oiとたも白

したがって，有意水準を，1 %にとれば， 4年. 5年間の平均値の差は有意とた

る白

第7.1J去で，x x 1'(1は，有意水準1%で有意であることを示したものであ吾。

この結泉からI 3 !.p， 4 ~年I O年， 6年聞の平均値の髭は，すべて有意となる

ことがいわれるロこの学力検査では，小学校6年より，中学校 lf1三ののびはみ

られ古Eかった。

この学ブJ倹査は， li-r学校 1年の学力検査でたいので，この学ブJ検蕊では，中

学校 1，年の概括的主主学力を測ることはでをたいから，ここにでた結巣から，直

ちに，小学校6年と中学校1年の学力を比較して考えることはできない白しか

し， 同一問題で実施してえられたこの結果については，検討したければたらた

い多くの問題が考え~れるであろう。

r. 3. 3. 担任教師による算数数学評価とテス ト得鈷との椴関

アユトの告を当性をみるために，担任教師による算数の総合:判面と，テスト得

点との相関について考えてみよう。

坦任教師による算数の5利面は，その評価規準が，担任教r:'li毎~I'C!必ヂしも一定

してい主主切りで，これをひとまとめ陀して考えることには間凶がるるで遅うろう

が，一応の傾向をみるものとして，算数評価どテスト得点との相関係数を求め

た。

相関係散の計算は;第二女標本を用いた。 5年，理解応用についての計算は，

第 7.12去のように主主る。

得点分イtjは，全部が~、今しも正規分ギliをしてはいたいが，凡その目安として，

その有意性の検定及び母相関係数95%信頼限界を求めた。第7.12去の結果から，

6年理解応用と担任教師の許価との標本相関係数の有意性を検定しs 母相関係

数 96%信頓眼界を計算する と3 つぎDようになる 。
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第7.12表

?剖 -2

担任教師の算数評価 (X)と理解応用

(Y)との相関表 (5年〉

+1 +2 f.v !Y1I f.vy2 

2 
ラ¥

151 751 

Sy Syy 

15 
71 . 20 1 18 451 90 1 180 1 561 112 

51 31 1 40 1 17 951叶 951日 1日

61四|叶 32し空1171 1 1 1 
91-41T-561す 120 1-120 1 120 1.-451 ~5 

381 271. 1 1 86卜1721州|ー711 1匁
ω ト3I 2ラ14 1 1 I 2 I I 32 1 -96 1 :Z88 1ーラ21156 
ム 1 621 1叫 l叫叫判別卜1回 111引 !判
'"，z 1 -124い田LJ四 l目 I52//
1"，，;;2 1 2481 1081 1 1091 1841ω 
ゐ 1-1221 -1241 1 61 1 581 
S"，x |凶|叫 1 61 1 1161同

〆 . 

f標本相関係数 1 

ニ0.653I l~- mox j !500X 11山 882/5似仰-322 j 

標本相関係数 rXY=0.653であるから，母相関係数ρxy=0の仮設の色とで，

P，.{lr!孟ro)=0.01，D.F=100を満足させる roは，相関係数の有意水準表から，

ro =0.2540となる， ιたがって，D. F = 500 -2 = 498で， ryy=0.653では，

ρXy=oという仮設はすでられる。すなわち，担任教師。算数評価 と理解応用の

得点とは，相関のあることがいわれる。そこで，母相関係数の95%信頼限界

を求めるとさ欠の ようになるo ~'XI'， ρXY をZ変換して Z=tanh-1r， c=tanh寸 ρと

たくと
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t=4Lイコ(，ーめ
In・3

は近似的~ N (0.1)に従うから，危険準5%では，

0.025 = 0.5 -Gぐt)

。(t)= 0.475 

之を満足する，t = ].(J6 n ，:， 500として

1叫石二了 μ )

Z+0.0879孟CミZ-0.0879 

いま， ~'XY= 0653をZ一変換すると。

Zyy= 0.782 

0.870> ~ >0.694 

T写びZ変換すると，Pの 96%信頼限界は

0.702>ρ>0.601 

と主主る。同じようにして，第 7.13表がえられる口

第7.13.表 損任教師の算数評価とテスト

得点との相関係数

問題別ーー-一学一年一別~I 4 年 I 5 年 I 6 年

k 
513 λ 

A 

計
第三次標本数 476 490 

』

標本相関係数 0.602 0.714 0.662 

2Z 母95%相信関頼係限界数 0.542 ー0.657 ー0.7雪9 ・~日.710

迎 第ご次標本数
λ 

491 490 A 

解
標本相関係数 0.571 0.653 0.606 

応

切晶犠 0.508 0.601 ρ.546 用 -0ぷ;28 -0.702 -0.659 
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これらの結県から， 学j)検脊~!'}Aï. と，担任教ilï!iの算数1.'1'備の間 11:高い相関の

遇うることカ王いわfl..る。

7，4. 趨際性の検定

是非カ検査問題は，伺一問題について.上fi'r.学rr:iF.答率が，下作.学年正答率よ

， t高げれば， その問題は3 上位学年，下位学年ItlHと弁別する問題としてのぞま

しい。

また，同一学年間でも，学j)上位者にはでき，下イ立者にはでまないようた問

i直であるこ とがのぞまれる。

それで，つぎの二つの立場から各問題を検討した。

ω 上位学年，下位A学年の正答率の差の検定

@ 上{if.11.宇p 下位群分析

7. 4. 1. 上位学年，下位学年の正答率の差の検定

各学年で，各問題毎の正答率及び，上位学年，下位.学年正答率の差を検定し

た結果は，第7，1.1表付)， 開の通 bである。

この検定方法は，桜本数が大きいので，第4::立で行ったと同様の方法によっ

た。すたわち，

九九，を上位学年，下f攻学年正答率

旬bn2，を上位学年，下位学竿楳本数とし，

P' '" n1P1土I)，~r2
叫1+112

とするとき

σ=1;日)')

と沿けtf，

I I 
〔一一ー+ -'.- ) 

nl 飢ι

I P1-P21> 2aたらば危険半 5%でその創 立有意とし

IP.-P21> 3σならば危険率 1%でその妥を有意とした。

第 7.14表では，前者には， x 印を， 後者~はxx 印をも って示し?と。

この検定ではnP.> 5であれば応用上満足なものであるといわれている。

-173-



いまイ二つのパーセントに差がないという仮設のもとで，このごうのパーセ

ントの差の分布は， その標準偏差をめとするとき， 標本数が大をいので，近

似的に卒均0，分散がの正規分布に従うとみてよい。

このようた，母集団では，定規分不(j理論から，その変量 が2σ以上の値をと

る確率は.6%以下でるり，旬以上の値をとる確率は1%以下になるわりであ

る。したがって，現実の標本値，すなわち， 二つのパーセシ トの養が 2(1以上

または，旬以上を示していたとすると，このような母集団からは，偶然にはy

100同に 5回以下か， ibるいは， 1同以下でしかえられたいよう主主値が実現し

ていることにたるので，この実現は，偶然の笑現としては，稀たことに属する

と考えれば継にこの標本は3 いま，仮定した母集団からのものでないと消極的

に主張することができる口

しかし，何集団E答率は，一般に不明であるので，その推定伎として，

P'=~JPJ+η2P宮
nJ+n空

を用いようというわけである。このとき，句集団標準偏差の推定として，

li(1-P') を考え，標本E答率の差の分布の標準偏差として

Ip'くT-P')(す+す〕
を用いるわりである口

また，この検定には，第7.7図のような図表を作成して用いた口 ・

第 7.7図を作るには，

nl = nz = 1000 とすれば

d=αd 

イ云 (I-P')(士+1 ) 

=0凶 72al玩戸玉73
となるので， α=2，または， α=3としてlY を変数とし・て図示すればよい。
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第7.7図 上位学年下位学年分析にたりる

t'J =ψ'(1一的〔 す +す〕の 図表

n1 =n2 = 1000 
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宣伝7.¥4 表

開 計 算

， 
‘ 

上位学年，下位学年正答率の去の検定

請す171I~l16Z|??!日|九品|ぃI p』 ー
1~_9341 刈海「判 2. 1 : 1.01 2.21-0.1 
21川 吋 8:.619391 叫 1.914.0'x 1 6.3 x x I 0.5 

I 3 1 吋 8ラ 71 吋刈 ml9.9_x_><_1~1 1 3.4 x 1 3.2 X 
4.1叫吋叫 88.91nい5X x 1 4.4 x 1. 1.7 1 3.8 X 

よ 51叶 86.71吋叫叫ω xI 2.9 1 2.7 1 0.0 
61 65.7178.6|吋 88.61叫12.9-xXT 5.0 x x I 5.0 X x I 0.8 

せ 71判開81ω1. 7~.71 叶川xx l. 8.5μ !6.4XX|竺一
81 1刈 58.3174.3!州問|山口11似 XI仙 x|云

算 ~_ 30.4! 54.51ω|吋吋24.1x X|10.4x XIIO.3X Xl日

10 1 2.41 8.51吋叶 83.716.1 X X110.8x xl臼 1x x卜3.7xl 

11 1 3.21' 10~I~I 叫 4'8.81 6.9 x x 129.0バ 18.3 x x 1 1.4 
121 1.11 1381パ吋吋12.7xxl13.5x xl20 ラ口 1-~.2
~1~I_oj 1.1 1 刈 mlo.I-~ ・ 135.3x十 1.2
7引っ:3円:。円:戸戸互い3¥ 0.4 131.1 xい

1 1_11_8竺l叫叫幻21 刈4.0x 10513ふ 11.4 
I ][ 二I~I 78.81 82.4¥89.2188.11"6ょ;;-13.6 x 1 6.8 x x 1-1.1 

; j-----ro.e1-75|叶刈田016.8x X 1 2.9 I 4.9 x . 1 3.4 X 
ひことす二9.81~1ゴ竺|三千|6.5x x 1 2.5 1 1.3 Ti.o 
き二|ご21吋18186.3Isul9い |ωxl6ラxXl 0.8 

二三ヱ|l|」こJ3T土4 3豆吋| JJ』叫2E431仁1吋サ吋E4fヱ吋iihセt同39竺5こ二~I戸|lE日…E 示二| 7.9x XI 2.8 算 戸二戸7
j8.6X XI 0.0 

日1 32.41 45.3; 戸二戸7
~I _1.4

1 
_8.41--20.7:吋 84.117.0づI::XX¥60.3X xl 3.1 
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Eミi??|4年 15 年 J6年 If間九一人|日i九叶日
ひ P:I J 1'.1 ' P5 J 1'a' PJ 
き 11.1 '3.71 9.71 28.31 37.71. 40.4!6.0X X118.6X ~ I 9.4x Xl 2.7 

算 121 吋 9.81 刈 497! の 719ラXX 114.1 X ~ 1 25.~ X X卜4.0

~1 0.61 0.31 .~刈刈 0.3 1 0.9 1ラ6.8xx卜5.1x 

39; 3.1 X x 139.8 x X 1-2.2 

11 吋斗tj-羽田い
2 1 35.'1 89.21 93.01' 94.7[ 95.71同 1x x1 3.8 1 1.7 1.1.0 

I!I 1 31 zi.ll 吋50.2x X11'1.3xxI3.2X 10.7 

84作3xx114.5X xl 2.3 

語、 吋 80ヤ0.2x x
1
19.4x xlラ5x'1 0.7 

61 ' 1ラ| 69.91 83.11 46.3 x xl22.1 x xl 6.8x xl 6.4x x 

け

一司7] . 0.81 
59.11ゴ忌!っ戸135.2り 123.1x x 1 7.2 x x I 5.8 x 

3本
刈叫 59.'1凶 7xx134.IX xl 9.0x xl-o.9 

91 . 0.51 65.1122.4X X126.8x xl号O.x x 1 7.4 x x 

付 8.7xx123..1 x x116.8x xIIO.4X x 

221 0411171| 叶7叫1吋山 x124.0 x x|山 口17.4X X 

121--0三1 3.5[ • 7.51 77.31 70.71 3.1 x xl 4.0x x169.8x x'I-(i口

131 o.o[ 0.11 0.31 川口 I 1 0.2 132.4 x X卜1.7

1 2.8x X Iおlul-91xx

) I . 47.2) 叫28.9x x 1 8.4 x x 1 6.0 x X I 1.8 

lV 78.7123.9 x X: 21.7x xllO.1 X xl 0.7 

わ
回 44 8叶坤

1.5x x 
1
山口

1
8.0 x x 1'3，7 x 

り 45l| c吋司
吋
吋

65.5
1 

77.7126.9 x x 128ん |102u|122U

57.5
1
21.8

…
'22.8 x x 

1 
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1 
2.6 

算: 66.71 5.0口 145.5x x 112.2 x X 
1 
3.9 

56.8[ 叫 2.3x x 
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36.9 x x 123ラxx 
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4.5x 
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週遭吐j白て十門と凶z臼I6且凶f立到z剖!庁苧戸川干吊恥いト~ú-P4 1ρ刊ベ一-P4九ペ'4 1十い|卜いP九6 十
わJ|9パ10.41 0.61 2吋3ヰ16臼3ベ 5男矧5引1い|い0.2 1 1 ・7 ド1 3 x x | -8 5x x 
rJ I 101 ..0.1¥ 44叫 34リ叫 4.4X'X[17ラXx ¥12.1 x x 1 8.8 x x 
~I~ 0.41 171 Ul叫 34.611.3 [1.0 137.6 X x卜5.7x 
I~ 0.11 ~1.5\ 吋叫 -0.1 ¥1l.5XXI16.9口 110.5xxl 
13[ 0.1¥ 0.01 日1117.71 18.6[-0.1 [0.1 [L7.6XX¥ 0.9 
141 0.1 [ 0.01 3.3[ 8ヰ 7.51-0.1 1 3:3x XlラoX X[-0.8 

v I ~ ィ 1 70.41叫 80.5188.01 90.4111.9 x Xト1:817.5xx[2.4 
I~P [. 20.51. 34.01 40.4[ 60.61吋13ラXx 1 6.4 X 120.2 X Xト3.3

~~ 1Iハ [ 2.61 5.2[ 18.6[ 71.6[ 50.81 2.6x -II3.4X xl53.ox x l -20.~ x 
-1_ 2_ L. 5.91 24.61 34.01 54.41 61い7xXl 9.4x X120.4X Xl 6.7x X 

計 I~[~I~I二世~1_7竺|主ど1_2.~x Xl14，吋ω'.8xX戸γ
|減|刈符W叶71| 叫 7引1.71叫 9.7x以 XI7.6x xイ小|い18.4xxペ10.7 
乗引| 叫 37吋94iI瓦石示L三示:五i戸戸司 伝叫叩4伊25.6い川Xμベ×川巾|

B 算 | 除 | ラ61 18.11 3汚5寸4 刃引予51勿知吋31凶 xxペ小|いl川 xXl小|い17.0xxイ12臼
叫 l刈 吋 ω叶| 臼航吋7司| 吋11.6x以 x¥6.8 x xイ中|ド2おF日4xx卜3.8

同理解応用

lV?142l 52163;|??|九刊日|九一九Ip
1
-

91.01 95x xl 3.3 [ ~.9 x x 1 0.2 
そ 96.11 96. x x 1 2.3 1 7い 12.2x 
の 86.5116.8_XXI6.IX 114.3XXI 0，1 

89.11 33.2 x Xl 7.2x x112.8X X¥.1.7 

55.61 8'3 X X 1 2.3 1 Hi.4x XI-4.6X 

刈6.2x X 111.8 X X 121.2 X X I 0.8 
r 
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叫27.0xx114.4x xl 11.7x xl似

50作8xx1 5.6x 120.2x x!ー日x

24.71 [30.31 2ラ419.6x xl 12.9x x1 5.6x 1-4.9x 
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ー一一一
問題及び学年配当 一 一 一~ー堂ー千~間~ ー_ I 3.4年間I4.咋 問I予.伴問

理解応用|叫よし子さん叩句人でし回|

その I I 3人よそへいき、あ大ら しく2

人はいり ましfこ。 いく人になっ

たでし上う。
( 2年〉

(2) 二のグラフは、わなげ19し仁左

きのせいせきです。 まきおくん 1

はなんかいいれたでしょう。

(3年)

15 

10 

s 
トE

a 国一

EZ i A2.2 2 EJL ちF 

(5) ひろしくんの家は、学校からど

ちらの方向にありますかつぎの

うち正しい答合Oでかこみなさ

い。 ・ り年)

北西南東

仰 にて9皿、 よこ 7mの長方形の

商積は何平方メートルでしょう。

( 5年)

ω 封じが科~の料金は下の表の通

りです、目方25gの手紙は切手

伝何円はつにらよいでしょう。

(5王手〉

.0'" 

XX  x x 

xx XX  

xx XX  

‘ xx XX  

x x X 

J 



' ーャ . -司，.-I'w・-~- __ ' 

目一一万'_1ター丘一
11 : 

20gまでは 10円 ， 

20gますご主に 10円

その 2 (3ト下の表は、まきおくんと 、はな

子さんが、てんとりめそびをし
x x X 

ナこときのせいせきです。ま きお

くんはみんなで何てんでしヱ ‘ 

「脚 フ。 ， 
、

(3年)
. . 

' 山 'J<ん 1I11 141011 
.， 

はな子ちん 1013131012

(13) .，こて5cm，ょこ 6cm1こかさ 8

cmの直方体の体績は何立方セ
x x x x 

~ 
ンテメートルでしょう。

(5年〉
一l _..__ー』一一一一ーーーー一ー一一一ー一ーーーーーーー一ーーー一ーーー

第7.15表計算で，3.4.年|簡で，正答率の差が有意でたかった問題の学年配当

をみると，4年配当の問題は一つもたい。ナ君主わち，配当学年が，2年のもの

5年，或は 6年のl問題のみである。 したがって， 配当学年 2年の問題では，容

易なために，3 正1~-1年tLIJに有意差がみられたかったわけであるし，配当学年が

5年，或は， 6 !rV.のn~1組では， 米学習のために ， 3 &.ド ，1{，j!.flnに有蓋がみ られた

かったものであるo4年 5&'ドIU]，或は， 5 !Lド6年間にも問巳ことが考え られる。

このこ とは，第7.15表現解応用についても そのし凶をのぞくほかはみた向横

である。

理解応FIIその 1(J却は，G&j::配当の問題であるにかかわらす~ 4 年と 5dfの閣の，

のぴはみられない。年力検査問題としては， 4年 5年間の券別にかりている。こ

の問題は 6年配当であるにかかわらす;， 5&f:には，十分身についていたいとみら

れる。 ~F.4.2.節， 上位昨下位群分析の結果からは5 &f:6年何れの学年にあって

もp この問題については，*位群，下位群の弁別がたい。したがってこの問題

. は，学年聞の挽~~I]及ぴ，中位群，下位群問の弁別の上から学力検査問題として
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同 ul 4 年 1 ， 5 年 I 6 年
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. 
第 7.16表では，同→学年内で， J..，中，下イ仰!宇IIJJの正答若手に有意義のみら

れなかった問題の太郎分は.下イ¥'r.，学 年‘の間組で，学手易たものや， J::(i'r.学年の問

題で，未学替のものである。それらをのぞいて，その学年の問!直で，しかも，

上，中，下位群聞のいす3れかの群内で， JE答率の差の有意でなかった問題は，

つをの通りである。

第7.tげ7表 配当主学学d作f-の問題で上イ作守叩J洋下{作寸

で完たE吋カか苫つ7たヒ問題

|学年l 問 題

4 計 ‘3手
E ひ きz;r(1司 15.8-3.62 

E かり;5，[ (2) 43 
x 2 

W わり~ (5) 6) 612 

理解応用その l

(9) lダース48円のえんぴつを 1;本予っかう k

ラ円です。 lダースかうと 1;本についてど

れだりやすくなるでしょう。

(11)> 0.2は 」10ー がなんこですか。

う 計算

W わ り~ (I防 783)75951 
， 

制小数 第一位までりいさんし，

ゐまりがめったらかきなさ

b、。

15) 65 

理解応用その 1

(14)封じた手紙の料金は下の表の通りです。回

方25gの手紙は切手抑 J円tまったらよいで

しよう。

日 方

20gまでは 10円

20g'ますごとに
10円

この第 7.17去について検討してみよう。
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4年配当の問題で，上位群，中位群，下位群の何れかの群聞でも，正答率の援

が有意でたかった問題は，計算に 3題，理解応用1'L2題，計5題と放っているn

5年では，計算2題，理解応用 1題，計3閣で， 6 !~I'Lは主主かつ売。

各学年での，上位群，中位群，下位.群正答率分布は，第 8章第 8.2表によれ

ば，一層明らかである。

44'では，

ひき算 a~ ]5.8-3.62は，中，下イ:iaI下内の弁別に欠りている。第8.2表に

よれば， 4 /<j~の学習率は90%に近いから未学習のための影

響は少いとみてよい。

また，この閣から明らかなように， 4，年では殊に，中，下

似群児童には極めて困難度の高いごとがわかる。中，下位

群間の弁別性に欠けていることは，そのためである。

かり算 (2) 畳3
x 2は，学習率が100%で，上) ~þ{向洋間の弁~IJ I'Lかけている0 ・

第 8.2表によれば明らかなように，これは，問題が容易

すぎる光めである。

わり算 (5) 6) 612 はl 学習率が36%で，中，下位群聞の弁別に欠tJてν、る。

図をみれば，明らかお:ように，問題の悶難度の高いことが

関係している凸

理解応用その l

。年で

(9) 学習率が82，%で，困難度が高いために， r.1~， 下位群聞の#

別にかりている。

@ 学習E容が低ミ，困難度は極めて高い。これは本テスト実施

の時期も関係していると，思われる。

わり;1iif. ~ 783) 7595了はヘ学習率74%，中，下群には，極めて困難度が高

いため，弁別性I'C欠げている口

ω 学習室容は相当に高いが，上，中3 下1jf.群を通じて困難度部

極めて高いため，中下I行'{.1f(，間の弁別I'C欠げている。

-192-
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理解応用その 1

M 学習傘は81%で低くい主主いが，困難度が極めて高いため，

中，下牧群聞の弁別に欠けている口

以上のことから，つぎのことがわかる。

上，中位群聞の弁別に欠りている問題は，その学年の問題としても極めて容

易主主問題であること。

中，下位群間の弁別に欠けている問題は，その学年の問題としては極めて，

岡難度の高い問題であることc

-そしてp 全体としては，前者より，後者の場合の方が多い。

しかし困難度が， 極めて高くても，上位1洋，中イ立群間，及び，上旬.群p 下

位群聞の弁別には適しているし容易貫工問題であっても， 中イ立群，下位群聞及

び，上位.群，下{îf.l洋聞の3f}lIJ~は泊しているのである。

したがって， これらの問国についても，以上のことを脅えにいれれば， 学力

、検査の問題として，学年l刊における弁別性の点では，一応満足してよいと思わ

オ1る。

以上により， この学)J検査問題は，金休 として一応，適応性あるものと考え

てよいであろう。

7. 5. 信頼性の桧定

テストは安定したものさしであることが.のぞまれる。このテス Fによって

測定したiJiij定値が信較的:の商いものであれば，このテストを，同じ被験者群~ .

同じ条件で与えた場合両者の得点の問に高い相関がたりればたらたい。

この信頼性の検定には，折牛法により相関係数を求め， Brownの修正をほ

どこして，信頼度係数を算出した。

こ の方法によるときは，折~する問題￠質とJ:f!難民主者慮したくてはたらた

い。

-質については，言|算は，ょせ算，ひき算，かり算，わb算，その他とbかれ d

ているし，また，王理解応用は，そのしその 2.ーとも，比較的等質にたるよう

に問題がつくられている。その上，困難度の点では，若干の問題生のぞいては

一193ー
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大体易より難に配列されている。

それで，計算，迎僻応用とも， 奇数格闘の問題併と， 偶数待問の問題鮮にわ

り:て，児世の得点をご.つにわり，両者の相関係数 TfF-号を求め，これよT.
M7・T .a..Nft"".<t ..... n 

信頼度係数 rn.tl = を算出したo T，・与を計算する時の相関表
l+r号・号 ? z 

β第 7，18策の通むである。

第 7，18.!t r"・"の計算の相関表

付) 4勾Z迎解応用

よ金
0，....，1 I 2-3 4-5卜守山 10-11
一一一一一
-4 I -4 -2 I -1 I 0 I 1 

。-1 -4 16 .12 雪

2-3 -3 7 32 39 8 

一
4-5 一2 20 68 38 10 2 

6-7 4 33 45 25 11 

8-9 。 7 21 25 15 

10-11 5 7 13 

一 一
12-13 2 2 2 

一 一 一
14-15 3 

一 一 一
f， 24 69 152 119 69 44 

.. 
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第7.j自表 T子干の計算の相自~3長
同 5年迎解応用

!よヤ|与|引当写(司手i苧il4~151午l h 1
271444iJ-わい|寸-H!
;zl壬ドl斗|す|ζl:li-l-!!」;

防相当与|引当字ilO~11引EFF1

1fjjJ!?fi4二lナレ:
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第t.iB表 T争・干 の計算の相関表

伺 5 :::手計算
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第7.18.表 ?号・干の計算:の相関表

休) 5 年 計 算

よ町三目守三l哨哨字i字丹問ん

111三一

-197ー
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第 7.18.表 J号・干の計算の相関否反

(サ 6 若手計算

f宮

10 

また，これより求められた，信額度係数は，第7.19表の通りで ある。 この信

頼度係数は極めて高いということができる。

第 7.19.表 信頼度 係 数表
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